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1. 必要動作環境 

 

 Microsoft Windows 7 （SP1 以降）、Windows 8、Windows 8.1、Windows 10 ※ 日本語環境 

 Microsoft .NET Framework Version 4.6.2 以降 

 Visual C++ 再頒布可能パッケージ（x86 版） ※ Ver.2015 以降 

https://docs.microsoft.com/ja-JP/cpp/windows/latest-supported-vc-redist?view=msvc-170 

 メモリ： 2GB 以上（4GB 以上推奨） 

 グラフィックモニタ解像度： 1024×768 以上 

※ VPS（仮想専用サーバー）での実行は、動作保証外、サポート対象外です。 

 

2. インストール方法 

 

※ νAmaSear 7 よりも古いバージョンをご使用のときは、事前にアンインストールしてください。 

（1） ダウンロードした圧縮ファイルを任意の場所に保存する。 

（2） 解凍したファイルの中から「Setup.msi」をダブルクリックし、指示に従いインストールする。 

デフォルトのインストール先） 

 32 ビット OS： C:¥Program Files¥vAmaSear 

 64 ビット OS： C:¥Program Files (x86)¥vAmaSear 

 

3. ライセンス認証 

 

※ ［出品通知］機能は、無料でご利用いただけますが、［自動注文］機能を有効にするには、 

ライセンスキーのお申し込みが必要となります。 

 

（1） ライセンスキーのお申し込み方法 

 

 下記いずれかの銀行口座へ新規ライセンス料（2,000 円）をお振り込み後、メールにてご連絡ください。 

 

 楽天銀行（0036） ピアノ支店（212） 普通預金 口座番号 ４５１６１４８ 

 PayPay 銀行（0033） すずめ支店（002） 普通預金 口座番号 ６８９２６３３ 

 ゆうちょ銀行（9900） ０一八店（ゼロイチハチ） 記号 １０１４０ － 番号 ８３６７１３８１ 

                              普通預金 口座番号 ８３６７１３８ 

※ 振込先口座名義は、何れも「オカダ ジュン」です。 

 

（2） お振り込み後の申し込み先 

 

お振り込み後に、下記メールアドレス宛てに振込元名義を記載してお申し込みください。 

 メールアドレス： amasear@gmail.com 

 メールの件名： アマサー申し込み 

※ ライセンスキーは、お申し込み者及びその配偶者、2 親等内のご親族が所有する複数台の PC で

ご使用できます。但し、サポートは、お申し込み者ご本人のみに限らせていただきます。 
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（3） ライセンスキーの入力 

 

 ライセンスキーが発行されたら、アマサーの画面にライセンスキーを入力します。これにより、［自動注

文］機能が有効になります。 

 

ライセンスキー入力手順） 

 アマサー起動して、メニューバー［ヘルプ］→［ライセンス認証］をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 メールで発行されたライセンスキー１とライセンスキー２をライセンス認証画面の同名項目にそれぞ

れコピー＆ペーストする。 

 ［認証する］ボタンをクリックする。 
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4. Amazon.co.jp 監視時の注意点 

Amazon.co.jp の人気商品を自動監視（#1,#2,#3,#5,#6）で長時間監視し続けていると、画像認証が介入し

たり、サイトへのアクセス規制が発生したりします。このような場合は、監視継続時間を短縮するかツイートトリ

ガーでの監視を検討してください。 

 

（1） 画像認証の介入、アクセス制限の対処方法 

巡回監視、ツイートトリガーに関わらず何れか一つでも画像認証が介入するとアクセス制限がかか

り、同時に他の自動監視 # 及び同アカウントでログインしている PC ブラウザやスマホアプリもアクセ

ス制限になります。また、アクセス制限中は全ての商品において『出品者一覧』ウィンドウが展開されなく

なります。アクセス制限になった場合は、下記操作を行い、全ての自動監視を 3 時間以上休止してから

自動監視を再開してください。 

 

① 監視実行を OFF にして、『簡易ブラウザ』及び全ての自動監視 # の［アカウント設定］で起動する

専用ブラウザで Amazon.co.jp のトップページを表示する。 

② 画像認証が要求されたときは、表示されているアルファベットを入力して認証を解除する。 

③ PC ブラウザやスマホアプリも画像認証が要求されたときは、同様に認証を解除する。 

④ 休止時間経過後、監視実行を ON にして自動監視を実行する。 

※ 「ご迷惑をおかけしています！」という旨のページ表示が多発する場合は、メンテナンスで当該プロ

ファイルを削除すると改善される場合があります（プロファイル削除後は、［アカウント設定］で再度

ログインし、サイトのアカウントサービスで「1-Click 設定の有効化」が必要）。 

 

5. 対応ショッピングサイト 

 

（1） Amazon.co.jp ※ 販売元（出品元）が『Amazon.co.jp』または『Amazon アウトレット』の商品のみ。 

             他の出品者は自動監視対象外です。 

（2） ヨドバシ.com 

（3） セブンネットショッピング ※ 出品通知のみ。自動注文には対応していません。 

（4） ビックカメラ.com ※ 出品通知のみ。自動注文には対応していません。 

（5） トイザらス ※ 出品通知のみ。自動注文には対応していません。 

（6） TSUTAYA ※ 出品通知のみ。自動注文には対応していません。 

（7） 楽天市場 ※ ツイートトリガーによる出品通知のみ。自動注文には対応していません。 

 

6. 各ショッピングサイトの注意点 

 

（1） Amazon.co.jp 

 2 段階認証の自動ログインには対応していません。アマサーを使用する場合は、2 段階認証を解除

し、強固なパスワードを設定してください。（※ 2 段階認証で「このブラウザでコードを要求しないで

ください」でログインしても、注文手続き中に再度ログインを要求されます。） 

 パントリー商品を［自動注文］で自動監視すると注文受付時に不具合が発生します。パントリー商品

は［出品通知］で自動監視してください。 

 注文時の初期設定がされていないと正常に注文することができません。後述の「テスト監視」で注

文時の動作を確認してください。 
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（2） ヨドバシ.com 

 支払い方法が「クレジットカード」で初めてのお届け先（会員本人の住所も含む）の場合は、自動注

文することはできません。当該クレジットカードでの購入実績ができるまで、他の支払い方法を選択

してください。 

 支払い方法がクレジットカード払いのとき、アメリカン・エキスプレスカードは、セキュリティコードの

入力が必須のため、アマサーでは自動注文できません。 

 ヨドバシ.comは「監視実行間隔」をデフォルト値よりも短い時間で監視続けるとアクセス制限がかか

る場合があります。アクセス制限になった場合は「お客様サポート」に電話で連絡して解除してもら

う必要があります。なお、利用しているルーターの WAN 側のグローバル IP アドレスが固定でなけ

れば、ルーターを再起動することによりグローバル IP アドレスが変わり、アクセス制限が解除され

ることもあります。 

 短時間内の大量アクセスで制限がかかるため、当ショッピングサイトの商品を複数のお気に入りリ

ストに登録して同時に自動監視することは避けてください。ヨドバシ.com 用のお気に入りリストを 1

か所決めて、そこにまとめるようにしてください。 

例）自動監視 # 3 のみにするなど。 

 

（3） ビックカメラ.com 

 ビックカメラ .com はアクセス制限が最も厳しく、短時間内に一定間隔のアクセスをすると

［CAPTHA 認証］が介入します。アクセス制限は「CAPTHA 認証」で表示されている文字列を入力

することにより解除されます。一定間隔のアクセスに規制がかかるので、「巡回監視」の場合は一

つのお気に入りリストにまとめて登録せず、他のショッピングサイトの商品と混在させて登録するか、

不定期アクセスである「ツイートトリガー」に登録して自動監視すると良いです。 

 

7. 初期設定 

 

（1） 自動監視設定 

 メニューバー［ツール］→［自動監視設定］を選択することにより表示される。 
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 サインイン（アカウント）情報の登録 

 自動監視実行中にサインイン（ログイン）を要求されることがあります。そのため、監視するショッピ

ングサイトのアカウントとパスワードを登録します。 

a. ［サインイン情報を登録する］ 

 チェックして、各ショッピングサイトのアカウント（会員 ID）とパスワードを入力する。 

b. ［レジに進む］待機時間 

 Amazon において、カートの「あとで買う」から［カートに戻す］実行後、［レジに進む］までの待

機時間。 

c. ［監視実行間隔］ 

 巡回時に自動監視を実行するまでの待機時間を設定する。（※ 問題がなければデフォルト値

のままでご使用ください。） 

 メール通知の設定 

 自動監視の結果をメールで通知するときは、メールを送信するための設定をします。 

※ 設定後に「簡易ブラウザ」タブ右横の「通知を有効にする」でメールアイコンをチェックします。 

 

a. ［自動監視結果をメールで通知する］ 

 自動監視結果をメールで通知するときはチェックする。 

b. ［送信メールサーバー（SMTP）］ 

 a. をチェックしたとき、メールを送信するメールサーバーを入力する。 

c. ［このサーバーは暗号化された接続（SSL）が必要］ 

 a. をチェックしたとき、メール送信時に SSL 接続が必要なときチェックする。 

d. ［ポート番号］ 

 a. をチェックしたとき、送信メールサーバーのポート番号を入力する。 

e. ［メールサーバーは認証が必要］ 

 a. をチェックしたとき、送信メールサーバーがアカウントとパスワードによる認証が必要なとき

チェックする。 

f. ［メールを送信する前に受信メールサーバーにログオンする（POP before SMTP）］ 

 メール送信時に受信メールサーバーにログオンする必要があるときはチェックする。 

※ チェックしたときは、送信メールサーバーの［メールサーバーは認証が必要］はオフにする。 

g. ［受信メールサーバー（POP）］ 

 f. をチェックしたとき、メールを受信するメールサーバーを入力する。 

h. ［ポート番号］ 

 f. をチェックしたとき、受信メールサーバーのポート番号を入力する。 

i. ［アカウント名］ 

 e. または、f. をチェックしたとき、メールサーバーのアカウント名を入力する。 

j. ［パスワード］ 

 e. または、f. をチェックしたとき、メールサーバーのパスワードを入力する。 

k. ［送信元メールアドレス］ 

 a. をチェックしたとき、メールの差出人となるメールアドレスを入力する。 

l. ［送信先メールアドレス］ 

 a. をチェックしたとき、メールの宛先となるメールアドレスを入力する。 
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m. ［CC（送信先）］ 

 a. をチェックしたとき、［送信先メールアドレス］の他にもメールするときはアドレスを入力する。 

n. ［メール送信テスト］ 

 設定した内容でメールが正常に送信できるかボタンをクリックしてテストを行う。 
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 メールの設定例 

 メールの設定値で不明な箇所は、プロバイダーのホームページを参照するか、直接プロバイダー

へお問い合わせください。 

 

a. Gmail でメールを送信する場合 

 

 送信メールサーバー(SMTP)： smtp.gmail.com 

 送信メールサーバーのポート番号： 465、または 587 

 このサーバーは暗号化された接続(SSL)が必要： 

 ポート 465 にしたときはチェック、ポート 587 にしたときはチェックオフ 

 メールサーバーは認証が必要： チェック 

 アカウント名： Gmail のユーザー名（@gmail.com を含む） 

 パスワード： Gmail のパスワード 

 送信元メールアドレス： Gmail のメールアドレス（アカウント名） 

 

b. Yahoo! メールでメールを送信する場合 

 

※ 事前に Yahoo! メールで『ブラウザーアクセスと POP/IMAP アクセス』を有効にしておく必要

があります。 

 

 送信メールサーバー(SMTP)： smtp.mail.yahoo.co.jp 

 送信メールサーバーのポート番号： 465 

 このサーバーは暗号化された接続(SSL)が必要：チェック 

 メールサーバーは認証が必要： チェック 

 アカウント名： Yahoo! メールアカウント（@yahoo.co.jp を含まない） 

※ Yahoo! ログインをメールアドレスからシークレット ID に変更している場合は、シークレ

ット ID を入力。 

 パスワード： Yahoo! JAPAN ID のパスワード 

 •送信元メールアドレス：Yahoo! メールのアドレス 

 

※ メール送信テストでエラーになる場合は、ブログ記事「Gmail または Yahoo!メール利用時の

メール送信（メール送信テストでエラーになる）」をご参考ください。 

http://ameblo.jp/vamasear/entry-12159844637.html 
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 Twitter 機能 

 自動監視 # 4 のツイートトリガーを使用するとき、または自動監視結果を Twitter でツイートする

ときは、Twitter 機能の設定が必要です。 

※ 設定後に「簡易ブラウザ」タブ右横の「通知を有効にする」で Twitter アイコンをチェックします。 

 

a. ［Twitter 機能を使用する］ 

 Twitter 機能を使用するときはチェックする。 

b. ［手順 1. 認証（ブラウザ起動）］ 

 クリックすると既定のブラウザが起動し、Twitter の「連携アプリを認証」ページが表示される

ので、［連携アプリを認証］をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c. ［手順 2. （認証後の PIN を入力）］ 

 b. の認証後に PIN コードが表示されるので入力欄に表示された PIN コードを入力（またはコ

ピー＆ペースト）する。 

 

 

 

 

 

 

 

d. ［手順 3. 認証を完了させる］ 

 ボタンをクリックして、Twitter の認証を完了させる。 

※ Twitter リストの取得を別アカウントにする場合は、手順 1.でアカウントを切り替えて、【リスト

用】の手順 2.と 3.を操作します。 

※ リスト取得用アカウントを設定済みでリストの取得を通知用アカウントに戻す場合は、［リスト用

を解除］チェックボックスをオンにして［OK］をクリックします。 
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 LINE 通知 

自動監視結果を LINE で通知するときは設定が必要です。 

※ 設定後に「簡易ブラウザ」タブ右横の「通知を有効にする」で LINE アイコンをチェックします。 

 

e. ［LINE 通知を使用する］ 

 自動監視結果を LINE で通知するときはチェックする。 

f. LINE のアクセストークン取得手順 

 PC ブラウザで下記 URL をクリックして、「LINE Notify」にアクセスする。 

https://notify-bot.line.me/ja/ 

 ページ右上の［ログイン］をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 メールアドレスとパスワードを入力し、［ログイン］をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ページ右上のプロフィール名をクリックして、［マイページ］をクリックする。 
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 「連携中サービス」ページが表示されるので、ページを下方にスクロールし［トークンを発行

する］をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 トークン名（アマサーからの通知であることが分かり、且つなるべく短い任意の語句）を入

力し、「1:1 で LINE Notify から通知を受け取る」を選択して、［発行する］をクリックする。 

※ LINE グループを選択した場合は、登録メンバー全員に通知されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ［コピー］をクリックして、トークンをコピーする。 
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g. ［手順 1. アクセストークンをコピー＆ペースト］ 

 コピーしたアクセストークンを入力欄に貼り付ける。 

 

h. ［手順 2. LINE 通知テスト］ 

 設定した内容で LINE のメッセージが正常に送信できるかボタンをクリックしてテストを行う。 

 

（2） ［アカウント設定］（専用ブラウザでの事前ログイン） 

「自動監視設定」で登録したアカウントを自動監視 # 毎に［アカウント設定］をクリックして、専用ブラ

ウザでログインする。 ※ 事前にログインしないと自動注文時にエラーになることがあります。 

 

     自動監視設定            巡回監視 自動監視 # 1、# 2、# 3   アカウント設定専用ブラウザ 

 

 

 

 

 

 

                          巡回監視 自動監視 # 5、# 6 

 

 

 

 

 

 

                          ツイート トリガー 自動監視 # 4 

 

 

 

 

 

  

自動監視設定で登録した

アカウントを各自動監視

で事前にログインする。 

・ Amazon.co.jp 

・ ヨドバシ.com 

［アカウント設定］をクリッ

クして、起動した専用ブ

ラウザで各ショッピング

サイトにログイン操作す

る。 

Amazon.co.jp にログイ

ンするときは、［ログイン

したままにする］をチェッ

クしてください。 
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8. 自動監視の種類 

 自動監視には仕組みが異なる 2 つの種類があります。そのときの状況によって効率の良い自動監視 # を

選択して組み合わせてください。 

 

（1） 巡回監視（自動監視 # 1、# 2、# 3、# 5、# 6） 

 巡回監視は、お気に入りリストに登録している商品毎に順次サイトへアクセスし、注文可能であれば自

動注文（出品通知）を実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 使用ケースと特徴 

a. ツイート トリガー（後述で説明）でツイートされていない商品を自動監視するとき。 

b. お気に入りリストに登録する商品が 1，2 点など比較的少ない点数であれば、注文できる確率が

高い。 

 注意点 

a. 常に巡回してサイトにアクセスするので、自動監視の同時実行数が多くなるほど PC の負荷が

高くなる。CPU の温度が高くなり過ぎると故障の原因にもなり兼ねないので、夏場や温度の高

い部屋での使用は CPU を冷やす工夫が必要。 

b. お気に入りリストに登録する商品が多くなるほど、一巡する時間が長くなり、注文機会を失うこと

になる。そのため、登録する商品は一つのお気に入りリストにつき、商品数は多くても 3 点まで

にする。 
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（2） ツイートトリガー（自動監視 # 4） 

 ツイートトリガーは、ご自身の Twitter アカウントで作成したリストのメンバー（Twitter ユーザー）のツ

イートを 5 秒毎に取得します。取得したツイートにお気に入りリストで登録した全てのキーワードが含まれ

ているとき、これをトリガーとしてサイトにアクセスし、注文可能であれば自動注文（出品通知）を実行しま

す。 

※ ツイートトリガーを使用するには、事前に［自動監視設定］で連携アプリの認証が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 使用ケースと特徴 

a. 欲しい商品の復活情報をツイートしている Twitter ユーザーが居る場合は、巡回監視よりも効

率的 

b. 取得したツイートと商品のキーワードが合致したときのみサイトにアクセスするので、巡回監視と

比べて PC の負荷が少なくて済む。 

c. 巡回監視のように、登録商品毎に順次サイトにアクセスして出品チェックするわけではないので

多くの商品を登録できる。 

d. Amazon.co.jp 商品のときは、出品チェックをアクセス時に連続で最大 6 回続繰り返す。 

e. 処理を［出品通知］に設定したときは、サイトにはアクセスせずに当該ツイートを取得した時点で

通知する。 

 注意点 

a. 復活ツイートと同時に多くの人が一斉にアクセスすると思われるので、注文できるかはツイート

を取得したタイミングによる。 
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 ［Twitter リスト設定］ 

 商品復活速報をツイートしている Twitter ユーザーをメンバーとするリストを設定する。 

※ アマサーをインストールした PC ブラウザで作成すること。 

 

a. Twitter の「プロフィールと設定」アイコンをクリックし、メニューから［リスト］を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. ［新しいリストを作成］ボタンをクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c. リスト名に任意の名称を入力し、他のユーザーには公開する必要はないので「非公開」をチェッ

クし、［リストを保存］をクリックする。 

※ リスト名は半角英小文字のみで作成してください。 
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d. 検索欄に取得したいツイートのユーザーアカウントを入力して、［検索］ボタンをクリックする。 

下図では例として、人気商品の復活速報をリアルタイムでツイートしている「ちゃんねらー(殿)」さ

んのアカウント「@tono2ch」を入力しています。 

 

 

 

 

 

 

e. 歯車アイコンをクリックして、メニューから［リストへ追加または削除］を選択する。 

フォローは必須ではありませんが、ツイートを利用させていただくのでフォローしましょう。 

※ メンバーは複数人登録可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

f. 前記の c.で作成したリスト名をチェックして、右上の［X］ボタンでウィンドウを閉じる。 

 

 

 

 

 

 

 

g. メンバーを登録し終えたら、［Twitter リスト設定］ボタンをクリックして、リスト ID を入力する。

（※ 次頁の『リスト ID の確認方法』を参照。） 
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【リスト ID の確認方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PC ブラウザで Twitter のリストページを表示し、URL の https://twitter.com/i/lists/から右の数値

（リスト ID）を『Twitter リスト設定』画面の［Twitter リスト ID］項目にコピー＆ペーストする。 

 

【リストメンバー追加時の留意点】 

ツイートされる内容には、ショップ名と商品名が含まれている必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

【ショップ名として含まれている必要がある語句】 

 Amazon.co.jp： Amazon または amazon または アマゾン 

 ヨドバシ.com： ヨドバシ 

 セブンネットショッピング： セブン 

 ビックカメラ.com： ビックカメラ 

 トイザらス： トイザらス または トイザラス 

 TSUTAYA： TSUTAYA または ツタヤ 

 楽天市場： 楽天 または Rakuten または ラクテン 

※ ツイート内容にショップ名が含まれていないときは、Amazon.co.jp の商品と判定します。 

※ Twitter リストに含めるメンバーは、商品の予約開始・在庫復活と同時にツイートしている

ユーザーである必要があります。 

※ Twitter リストには複数のメンバーをまとめて登録できるので、ショッピングサイト・商品毎

に適したユーザーを登録すると良いです。 

 

h. ツイートトリガーの動作テスト 

ツイートトリガーの動作テストをするには、ブログ記事をご参考ください。 

アマサーの『ツイート ツリガー』を使用するには（設定と使い方） 

https://ameblo.jp/vamasear/entry-12307945599.html 
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9. 注文したい商品をお気に入りリストに追加する 

 自動監視するには、注文したい商品をお気に入りリストに登録します。 

※ 楽天市場は、ツイートトリガーの［出品通知］機能のみ対応しています。 

 

（1） 商品ページを表示して追加する 

 「簡易ブラウザ」タブに商品ページを表示してお気に入りリストに追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ツールバーにあるショッピングサイトのアイコンをクリックする。 

 

左から 

Amazon.co.jp、ヨドバシ.com、セブンネットショッピング、ビックカメラ.com、トイザらス、TSUTAYA 

 

【出品通知、自動注文 対応サイト】 

 Amazon.co.jp ※ 販売元が『Amazon.co.jp』または『Amazon アウトレット』の商品のみ対応。 

             他の出品者は監視非対応。 

 ヨドバシ.com 

 

【出品通知 対応サイト】 ※ 自動注文には対応していません。 

 ビックカメラ.com 

 セブンネットショッピング 

 トイザらス 

 TSUTAYA 
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 簡易ブラウザに追加したい商品のページを表示して、ツールバーの［リストに追加］をクリックする。 

※ ページの読み込みが完了（中止アイコンが消える）してから、リストに追加してください。 

 

 「お気に入りに追加する」ウィンドウが表示されるので、各項目を設定して［はい］をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a. ［お気に入りリスト］ 

 登録先の自動監視 # を選択する。 

b. ［自動監視処理］ 

 監視処理をドロップダウンリストから選択する。 

 ［空白］ ・・・ お気に入りリストに登録するのみで自動監視の対象にしない。 

 ［出品通知］ ・・・ 注文可能になったら通知を有効にしている方法で通知する。 

 ［自動注文］ ・・・ 注文可能になったら自動的に注文する。 

 ［あと買う通知］ ・・・ Amazon において、カートの「あとで買う」に入っている商品が 

              注文可能になったら通知する。 

              ※ ASIN コード登録時のみ有効。 

 ［あと買う注文］ ・・・ Amazon において、カートの「あとで買う」に入っている商品が 

              注文可能になったら自動的に注文する。 

              ※ ASIN コード登録時のみ有効。 

 ［カート直注文］ ・・・ Amazon の商品において、当該商品を直接カートに入れて 

              在庫があるときは自動的に注文する。 

              ※ ASIN コード登録、JAN コード登録の両方で有効。 

c. ［Amazon アウトレット］ 

 Amazon.co.jp で商品のコンディションが『新品』ではなく、販売元 Amazon アウトレットが出品

する『ほぼ新品』、『非常に良い』または『良い』を監視するときにチェックする。 

d. ［Amazon 価格指定］ 

 Amazon.co.jp の商品のとき、指定した価格以下のときに自動注文する。 

※ 価格指定が「0」のときは、出品価格に関係なく自動注文します 

※ 通常、販売元（出品元）が Amazon.co.jp の場合は、希望小売価格以下のため、 

   特に理由のない限り価格指定は必要ありません。 
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（2） 商品コードを指定して追加する 

 予め商品コードが分かっているときは、ショッピングサイトの商品コードを直接入力して商品ページを表

示することができます。 

 

 簡易ブラウザでドロップダウンリストをクリックして、ショッピングサイト毎のコード種別を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a. ショッピングサイト毎のコード種別 

 Amazon ASIN ｺｰﾄﾞ ・・・ Amazon.co.jp の ASIN 

 ヨドバシ.com ・・・ ヨドバシ.com の商品コード 

 7net 商品ｺｰﾄﾞ ・・・ セブンネットショッピングの代表商品コード 

 ビックカメラ.com ・・・ ビックカメラ.com の商品コード 

 トイザらス ・・・ トイザらスの商品コード 

 TSUTAYA ・・・ TSUTAYA の商品番号 

 

 ドロップダウンリスト横の入力欄に商品コードを入力して［GO］ボタンをクリックする。 

 商品ページが表示されるので商品を確認して、ツールバーの［リストに追加］をクリックする。 

※ ページの読み込みが完了（中止アイコンが消える）してから、リストに追加してください。 
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（3） ツイートトリガー（自動監視 # 4）のお気に入りリストに追加するとき 

ツイートトリガーのお気に入りリストに追加するときは、復活ツイートに含まれる商品のキーワードを入

力する必要があります。追加時に一致キーワード入力欄にはショップの商品名があらかじめ表示される

ので、適切な語句に訂正してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ある程度商品を特定することができ、なお且つなるべく短い語句で訂正してください。 

 一致キーワード、除外キーワードともに複数の語句を指定するときは、スペース（半角または全角）

で区切ってください。 

 一致キーワードは、取得したツイート内容に全ての語句が含まれていればアクセス条件を満たしま

す。 

 除外キーワードは、取得したツイート内容に一つでも語句が含まれていれば、そのツイートはスル

ーします。 

 全角半角の区別はありません。 

 英字は、大文字小文字の区別はありません。 

 ツイートは文字数制限があり、商品名が省略されていることもあるため、必ず含まれると思われる

語句を入力してください。 

 ツイート内容の「Amazon.co.jp」という文字列は、短縮 URL に変換されるので、「Amazon.co.jp 限

定」商品を指定するには、キーワードに「限定」と入力してください。 

 

【入力例】 

商品名：PlayStation 5 (CFI-1000A01)【Amazon.co.jp 特典】オリジナルデザインエコバッグ 

一致キーワード：PlayStation CFI-1000A01 特典 

除外キーワード：なし 

 

商品名：PlayStation 5 (CFI-1000A01) 

一致キーワード：PlayStation CFI-1000A01 

除外キーワード：特典 

  

［アクセス先］： 

Amazon の商品で処理を［自動注

文］にしたとき、［商品ページ］または

［出品者一覧］のどちらで出品チェッ

クするかを指定する。 
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（4） 楽天市場の商品をお気に入りリストに追加するとき 

 楽天市場の商品は［簡易ブラウザ］タブではなく、［楽天市場］タブの商品検索機能から追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 カテゴリーやキーワードを指定して［検索］ボタンで商品を検索する。 

 目的の商品の［リスト追加］ボタンをクリックして、「お気に入りに追加する」ウィンドウを表示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ［一致キーワード］には、ショップ名＋商品名が予め表示されるので、適切なキーワードに修正し、

必要であれば類似商品と区別できるように［除外キーワード］を入力する。 

例） 「楽天ブックス【送料込】 PlayStation5」 ⇒ 「ブックス PlayStation 5 本体」 

※ ［一致キーワード］には、「楽天」という語句は含めなくても（削除しても）構いません。 

※ ショップ名は必ず入力してください。（上図の例では「ブックス」） 

楽天市場は自動注文対

象外のため、［自動監視

処理］に［自動注文］を設

定しても、処理は出品通

知になります。 

［ページ表示］： 

既定の Web ブラウザに商品

ページを表示する。 

Web ブラウザを事前に起動し

ておく必要があります。 

［ショップコード入力］： 

検索欄の［ショップコード］にシ

ョップを表すコードが入力され

る。検索時にショップで絞り込

むときに使用する。 
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（5） JAN コードを指定して追加する 

 商品ページのできていない発売予定の商品は、JAN コードが分かれば事前にお気に入りリストに登録

して監視することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 簡易ブラウザでドロップダウンリストをクリックして、［○○○JAN ｺｰﾄﾞ］のコード種別を選択する。 

 ドロップダウンリスト横の入力欄に JAN コードを入力して［GO］ボタンをクリックする。 

 該当する商品がないことを確認して、ツールバーの［リストに追加］をクリックする。 

※ ページの読み込みが完了（中止アイコンが消える）してから、リストに追加してください。 

 商品ページが公開され、注文受付になると同時に自動注文（出品通知）を実行します。 

 

（6） ワードを指定して追加する 

 ヨドバシ.com、ビックカメラ.com、トイザらスで、登録したキーワードに関連する商品のページが公開さ

れたときに通知します。いつ予約が開始されるか分からない商品を監視するのに便利です。 
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 ツールバー2 段目の「【ワード通知】キーワード」欄にキーワードを入力し、［サイトの検索欄にコピー］

をクリックする。 

※ ショッピングサイトの検索カテゴリーは「全ての商品」にしてください。 

 サイトの検索欄にキーワードがコピーされるので、検索ボタンをクリックする。 

 一致する商品が見つからないことを確認して、［リストに追加］をクリックする。 

※ ページの読み込みが完了（中止アイコンが消える）してから、リストに追加してください。 

※ ［処理］を［自動注文］にしても、監視機能としては［出品通知］になります。 

 

10. 自動監視の開始と停止 

 

 

 

 

 

 

 ［ON］ボタン ・・・ 自動監視を開始する。 

 ［OFF］ボタン ・・・ 自動監視を中止する。 

 ［監視時刻設定］ 

チェックすることにより、タイマー起動で自動監視の開始と終了を設定することができる。 

 監視結果（■と■の背景色）が表示されている商品は自動監視の対象にならないので、再度監視

する場合は、▼をクリックして監視結果を空欄にする必要があります。 

 

（1） Amazon.co.jp のアクセス先 ※ ツイートトリガー（自動監視 #4）は商品別に指定する必要あり 

 監視する商品が Amazon.co.jp のとき、［商品ページ］、または［出品者一覧］で出品チェックするかを

選択する。［アクセス先］をチェック、チェックオフすることによって切り替わる。 

 

 商品ページ 

                                             【購入時の注文ボタンの優先度】 

                                             ・ ［今すぐ買う］ボタン 

                                             ・ ［今すぐご予約ください］ボタン 

                                                   ↓ 表示されていないとき 

                                             ・ ［カートに入れる］ボタン 

                                             ・ ［カートに入れて予約注文する］ボタン 

 

 出品者一覧 

                                             【購入時のボタン】                         

                                             ・ ［カートに入れる］ボタン 

                                             ・ ［この商品を予約注文する］ボタン 
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（2） ［あと買う］処理 

 処理の［あと買う通知］と［あと買う注文］は、Amazon のカート内の「あとで買う」に入っている商品を監

視対象とし、商品復活時に自動的に注文（通知）します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ［アカウント設定］で当該カートのアカウントでログインしている必要があります。 

※ 「あとで買う」に当該商品が入っていなくても、事前にお気に入りリストに追加して自動監視すること

は可能です。 

 

（3） 自動監視実行中の注意事項 

 

自動監視開始時（自動監視［ON］時）に PC のディスプレイ左下に下図のような『自動監視ウィンド

ウ』が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 『自動監視ウィンドウ』の［閉じる］ボタンは、クリックしないようにお願いいたします。閉じると自動監

視も終了します。 

※ 『自動監視ウィンドウ』は、デスクトップ内の任意の場所に移動可能です。 

11. 自動監視処理 設定可能な組み合わせ 

 

サイト名 
アクセス先 

商品ページ 出品者一覧 

［カートに戻す］が表示されていれば、

注文（通知）処理が実行される。 

※ 販売元がマーケットプレイスのとき

は、出品なしと判定される。 

タイトルバーをドラッグすることにより、

任意の場所に移動可能。 

［閉じる］ボタンをクリックしない。 
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Amazon.ASIN 〇 〇 

Amazon.JAN 〇 〇 

その他のサイト 無効 *1 無効 *1 

   *1 ・・・ アクセス先は関係なし。 

サイト名 

巡回監視（#1,#2,#3,#5,#6） 自動監視処理別 

出品通知 自動注文 あと買う注文 あと買う通知 カート直注文 

※価格指定必須 

Amzon.ASIN 〇 〇 〇 〇 〇 

Amazon.JAN 〇 〇 × × 〇 

ヨドバシ.com 〇 〇 × × × 

7net.CODE 〇 × × × × 

7net.JAN 〇 × × × × 

ビックカメラ.com 〇 × × × × 

トイザらス 〇 × × × × 

TSUTAYA 〇 × × × × 

TSUTAYA.JAN 〇 × × × × 

楽天市場 × × × × × 

その他のサイト 〇 × × × × 

 

サイト名 

ツイートトリガー（#4） 自動監視処理別 

出品通知 自動注文 あと買う注文 あと買う通知 カート直注文 

※価格指定必須 

Amzon.ASIN 〇 〇 〇 〇 〇 

ヨドバシ.com 〇 〇 × × × 

7net.CODE 〇 × × × × 

ビックカメラ.com 〇 × × × × 

トイザらス 〇 × × × × 

TSUTAYA 〇 × × × × 

楽天市場 〇 × × × × 

その他のサイト × × × × × 

 

12. 「テスト監視」で自動監視の動作を確認 

実際に自動監視を始める前にサイトの設定に問題がないか、在庫のある任意の商品をお気に入りリストに

追加して動作確認してください。各自動監視の［監視モード］をチェックすることにより「本番監視」と「テスト監

視」を切り替えることができます。 

なお、テスト監視時は処理に［自動注文］を選択しても実際に商品は注文されませんが、「テスト監視」実行

後はカート内に残っている商品を削除する必要があります。 

※ Amazon.co.jp の場合、注文手続きの過程で「お届け先住所の選択」ページが介入する状態だと自動

監視が正常に動作しません。ブログ記事の『【アマサー】Amazon 商品の自動監視で 4 つの大事なこと』

を参考に Amazon.co.jp で注文時の初期設定をしてください。 

URL: https://ameblo.jp/vamasear/entry-12637992304.html 
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※ ライセンスキーを入力していない無料版でも「テスト監視」はお試しいただけます。 

 

13. お気に入りリストの見出し行幅の調整 

お気に入りリストの見出し行の「タイトル」、「ワード」、「除外」の幅は、マウスを見出し項目の境目に合わせ、

カーソルが［↔］になった状態でクリックしたまま左右に動かすと幅を調整することができる。 

 

 

 

 

 

 

14. 監視結果 

 

（3） 監視結果一覧 

監視結果 内 容 

カート注文済み 自動注文しました。 

画像認証 画像認証が介入しました。 

巡回監視の継続時間が長い、または監視実行間隔が短いことが考えられます。巡回監視

の継続時間は長くても 21 時間以内にし、その後は 3 時間以上休止してください。 

在庫切れ 注文時に在庫切れになりました。監視は継続されます。 

タイムアウト 既定時間内に応答が返って来ないか、ページを正常に読み込めませんでした。 

【原因】 

 サイト（Twitter）が混み合っている。 

 ウイルス対策ソフトが動作を邪魔している。 

ア マ サ ー を イ ン ス ト ー ル し た フ ォ ル ダ （ デ フ ォ ル ト は 、 C:¥Program Files 

(x86)¥vAmaSear）をウイルス対策のリアルタイムスキャンとスケジュールスキャンか

ら除外設定していただくようにお願いいたします。 

 ルーターが不調である。（再起動することにより改善されることもあり） 

 自動監視同時実行数が多い。（CPU への過剰負荷、メモリ不足） 

 長時間自動監視を実行し続けている。 

インターネットアクセスは TCP/IP ポート使用します。インターネットにアクセスする度に

異なるポートが使用されるため、長時間実行し続けるとポートが枯渇し、インターネット

に接続しにくい状態になります。 

PC を再起動することにより、使用済みのポートが解放されるので、なるべく一日に一度

は PC を再起動するようにしてください。 

 Windows Update の更新チェック、または更新ブログラムのダウンロード中である。 

Windows Update はかなりのトラフィック量が発生するため、この間はインターネットに

接続しにくくなります。 

サインイン必要 自動監視設定にアカウントが登録されていないか、アカウント、またはパスワードが間違って

います。 

購入数制限 1 限商品など購入限度数を超えています。 

カート確認 カート内に商品が残っているなどの理由で注文手続きを進めることができませんでした。 
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通知済み 商品が注文受け付け中であり、その旨を指定の方法で通知しました。 

注文不可 注文手続きを継続できないエラーが発生しました。 

クレカ確認 クレジットカード情報を確認するページが介入しました。 

アクセス制限 アクセス制限により、商品ページを開くことができませんでした。 

24 時間以上の連続稼働、または監視実行間隔が短すぎることが考えられます。 

注文方法 現在の注文方法や支払方法では注文できません。 

ショッピングサイトでこれらを確認してください。 

該当ページなし 指定したページがありません。監視は継続されます。 

画面遷移エラー 注文手続き中に画面遷移の順番が正しくないためエラーとなりました。 

注文確認必要 注文確定の手続き後、注文が成立したかどうか確認できませんでした。 

注文の有無を当該サイトの注文履歴で確認してください。 

 

（4） WebCapture （エラー発生時の Web ページ自動保存機能） 

 セル背景が ■ と ■ の監視結果は、そのときにどのような Web ページが表示されていたか確認で

きるようにページをキャプチャーして JPEG ファイルとして自動的に保存しています。 

 

 Web ページの保存先 

 ドキュメント（マイドキュメント） → vAmaSear フォルダ → WebCapture フォルダ配下に自動

監視 # 毎のフォルダ内に保存されます。 

 ファイル名の形式 

・ JPEG ファイル ・・・ yyyy-mm-dd_HH-MM-SS_サイト名_商品コード.jpg 

・ Web ページソース ・・・ yyyy-mm-dd_HH-MM-SS_サイト名_商品コード.txt 

※ 自動監視ログと Web ページのファイルを見比べて原因を調べることができます。 

※ Web キャプチャー保存時に『自動監視ブラウザ』がデスクトップ上に一瞬表示されます。 

 

15. バックアップ 

 自動監視設定と各お気に入りリストには、バックアップするためのボタンがあります。ファイルが壊れたときの

ために定期的にバックアップをとってください。 

 

16. メンテナンス 

デスクトップの「メンテンス」ショートカットアイコンを起動すると、ファイルの復旧とアマサー内部ブラウザのプ

ロファイルをクリアすることができます。 

 

 ファイル復旧 ・・・ 自動監視設定とお気に入りリストをバックアップから復旧する。 

 プロファイル削除 ・・・ アマサー内部ブラウザのプロファイルをクリアする。 

               ※ 自動監視の動作がおかしいときなど、プロファイルをクリアします。 

 ※ プロファイルを削除したあとは、［アカウント設定］で再度ログインする必要が 

あります。 

17. 注意事項 

 

（1） PC の設定によっては、一定時間を経過すると、スリープや休止状態になります。 これらのモードにな

ると、アプリの動作は一時停止状態になるのでアマサーの自動監視も停止してしまいます。 
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 PC をスリープ、休止状態にならないように設定してください。 なお、一定時間経過後にスクリーンセー

バー（※ ブランク表示を含む）を表示する設定は問題ありません。 

 また、ディスプレイと本体分離型の PC はディスプレイの電源を切っても構いませんが、ノート PC のよ

うなディスプレイと本体一体型 PC は、一定時間経過後にディスプレイの電源を切る設定はせずに、代

わりにスクリーンセーバーのブランクを表示するようにしてください。 

 

（2）  全ての巡回監視を同時実行すると、パソコンのスペックによっては CPU に負荷がかかり過ぎたり、メ

モリ不足になったりすることがあります。ご使用のパソコンに応じて、自動監視の同時実行数を調整して

ください。推奨として、巡回監視の同時実行数は多くとも３つまでです。 

 

（3） 24 時間以上など長時間の連続監視や極端に短い監視実行間隔は、アクセス制限になる場合があるの

で注意してください。 

 アマサーには自動監視毎にタイマーを設定できるので、実行時間を調整することもできます。 

 

【監視実行間隔】 

● Amazon.co.jp ・・・ 初期値：10 秒 ※ 下限値：10 秒 

● ヨドバシ.com ・・・ 初期値：70 秒 ※ 下限値：60 秒 

● ビックカメラ.com ・・・ 初期値：10 秒 ※ 下限値：5 秒 

● 上記以外（7 ネット、トイザらス、TSUTAYA） ・・・ 初期値：5 秒 下限値：5 秒 

 

※ ヨドバシ.com は、初期値未満の値は、アクセス規制になる場合があります。 

※ ビックカメラ.com は、「ただいま、サイトが混み合っています」というページ表示が多発することがあ

ります。この場合は監視実行間隔を長くしてください。 

 

（4）  長時間の自動監視と複数監視の同時実行は、ソフトウェアが絶え間なく動作するので CPU 冷却ファ

ンの排気口が熱くなります。熱くなり過ぎると予期せぬシャットダウンや故障の原因にもなり兼ねません

ので状況によって調整してください。特に夏場は PC を冷却する工夫が必要となる場合もあります。 

 

（5）  ウイルス対策ソフトによっては、アマサーの動作に影響を与えることがあります。ウイルス対策ソフトの

リアルタイムスキャンおよびスケジュールスキャンから、アマサーのインストールフォルダを除外する設

定をお願いいたします。 

 フォルダの除外設定ができなく、ファイルごとに除外設定が必要な場合は、フォルダ内の「.exe」ファイ

ルを全て除外してください。 

● 64 ビット OS - フォルダ：C:¥Program Files (x86)¥vAmaSear （※ デフォルトのインストール先） 

● 32 ビット OS - フォルダ：C:¥Program Files¥vAmaSear （※ デフォルトのインストール先） 
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（6） 自動監視を ON のままアマサーを終了せずに PC をシャットダウンすると、自動監視設定ファイルやお

気に入りリストが壊れることがあります。PC をシャットダウンする際は、事前に全ての自動監視を OFF

にしていただくようにお願いいたします。（全ての自動監視 OFF 後にアマサー自体を終了させると尚良

いです。） 

 

18. お問い合わせ 

 

ご要望・ご質問は、ホームページ記載のメールアドレス宛にお願いいたします。また、ソフトウェアの動作に関

するご質問は、状況をできるだけ詳しく記載していただくようにお願いいたします。 

※ ブログ、Twitter でのご質問にはお答えし兼ねます。 

 

お問い合わせの際は、下記事項をメールにてお知らせください。 

 Windows OS のバージョン 

 アマサーのバージョン 

 ショッピングサイト名および商品名（商品コード） 

 自動監視ログのテキストメッセージ（当該範囲） 

 スクリーンショットの添付 

 Amazon.co.jp の場合は、設定したアクセス先（出品者一覧、または商品ページ） 

など。 

 

■ ホームページ ･･･ http://www7b.biglobe.ne.jp/~amasear/ 

■ メールアドレス ･･･ amasear@gmail.com 

■ アメーバブログ ･･･ http://ameblo.jp/vamasear/ 

■ Twitter ･･･ νAmaSear @amasear 


